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1. はじめに

1975年4月，私は京都大学工学部交通土木工学科に

入学した．といっても，土木工学科と交通土木工学

科を一括して選抜していたので合格してからどちら

の学科にするかが決められた．それは挙手によった．

私は，当時日本に2つしかなかった交通土木工学科を

志望していたので迷うことなく交通土木工学科を選

んだ．とくに調整もなくすんなりと決まったと記憶

している．当時の日本は高度経済成長期から安定期

に入ったころであり，1965年には名神高速道路が，

1969年には東名高速道路が開通し，これからは高速

道路網を全国に巡らせて，日本の物流のライフライ

ンを構築する時代が来ると思い，日本道路公団に就

職することを希望していたのである． 

当時の学部の専門科目では構造力学，水理学，土

木計画学，土質力学，材料学が必修科目で，道路工

学や建設施工学は選択科目であった．したがって，

どうしても必修科目に力点が置かれ，道路に関する

勉強は横に追いやられた．それ以上に，大学ならで

はの新鮮な専門科目に興味をもち，講義，演習，実

験と内容が充実していて現象を理解しやすかった水

理学がとくに面白くなった．こんな簡単な式で水理

現象を表現できるんだ，というような感動すらあっ

た．自ずと就職のことなどそっちのけでひたすら単

位取得に没頭した記憶がある． 

4回生になると研究室配属があった．水理関係の研

究室への配属を希望したが，その中でも2回生で採っ

た水工セミナーのご指導を受けた道上正規先生（当

時，宇治キャンパスにあった防災研究所河川災害研

究部門の助教授（今の准教授））のお人柄に惹かれ，

自宅があった城陽市からも近いということで，先生

の研究室に入れてもらおうと思っていたところ，道

上先生が鳥取大学の教授として異動されてしまい，

ハタと困ってしまった．先生の隣の研究室の砂防研

究部門には麻雀仲間の3人がほぼ決まっており，あと

一人必要だからということで，砂防研究部門が何の

研究をしているのか，どのような先生がおられるの

かもよく知らずに配属を志望し，すんなりと4人が決

まった．以下では，私が所属した研究室で，どのよ
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うな研究環境でどのような課題に取り組んだかを主

に防災研究所年報を参考に紹介してみたい． 

 

2. 砂防研究部門で（1981年4月1日～1982年4

月30日） 

 

砂防研究室へ挨拶しに出頭すると，教授が芦田和

男先生で，大学でこれまでお目にかかったこともな

い先生だった．先生は私と同じ城陽市にお住まいで，

ご長女と私が同い年であったことからか，その後家

族同然のように大変かわいがっていただいた．先生

は囲碁，将棋，麻雀など，勝負事が大変お好きでま

た強かった．麻雀は建設省仕込み（先生は建設省土

木研究所出身）で焼き鳥・首吊り・・・ありの超イ

ンフレルールで私は先生に勝った記憶が無い．研

究・教育の面では先生に叱られた記憶はない．先生

がお若い頃は大変研究熱心で夜遅くまで一緒に議論

し，指導も大変厳しかったととのことであったが，

我が子のような年齢の学生を指導されだした頃から

少し変わられたのではないかとのことであった． 

助教授は高橋保先生で，水理学演習の授業を受け

ていたので面識はあった．失礼であるが，あまり印

象には残っていなかったというか，ひたすら演習問

題の解答を板書されていたのを覚えているくらいで

あった．その後高橋先生と一緒に研究生活の半分ほ

どを過ごすことになるとは当時は夢にも思わなかっ

た． 

助手（今の助教）は江頭進治先生（その後砂防研

究部門助教授，立命館大学教授，ニュージェック，

土木研究所）と澤井健二先生（その後宇治川水理実

験所助教授，摂南大学教授，定年退職）のお二人だ

った．江頭先生には卒論・修論の実質的な指導をし

ていただき，今もご指導を頂いているところである．

先生には論文の書き方や科研費の申請書の書き方な

どをみっちり鍛えていただき，その後科研費を継続

して取得することができた．先生のおかげである．

澤井先生とは先生がご退職後，宇治川オープンラボ

ラトリーに巨椋池ビオトープを作って，今も防災・

環境学習を一緒にさせていただいている． 

卒論と修論は密度流に関する研究であった．当時，

貯水池濁水長期化現象や選択取水問題など，濁水や

冷温水に係る問題が発生し，これらの問題解決のた

めの研究が水工学分野で活発に行われていた．今思

えば水工学分野で著名な多くの先生が密度流研究を

されていた．砂防研究部門での密度流研究は少し馴

染まないような気がするが，芦田先生はこの分野の

研究をすることを認めてくださった． 

M2になってそろそろ就職先を考えないといけな

いなと思っていた頃，芦田先生が，「中川君は就職

先をどこにするのかね」とコンパの2次会の席だった

か定かではないが聞かれた．当時外国人研究者を案

内して興味を持ったこともあり，「◯◯電力の研究

所を考えています」と返事したところ，「防災研究

所でも研究はできるよ」ということで，1981年3月に

修士課程を修了し，4月に防災研究所砂防研究部門助

手として研究に従事することになった．当時は教授

会で教授が「◯◯君を助手に採用する」と言えばそ

れで採用が決まった．博士の学位もなく，Journalに

掲載された論文もなくても教授の鶴の一声で決まっ

たのである（と聞いている）．砂防研究部門にいて

砂防関係の研究をするわけでもなく，気が咎めなが

らも非定常場での密度流研究をしつつ（芦田・江頭・

中川, 1981, 1982）(Fig.1)，澤井先生が確かカナダの

M.S. Yalin教授のところへ海外派遣されていたため，

河床波の研究には全く門外漢の私がM2の学生のお

手伝いをすることになった（芦田・中川・加藤, 1982）．

非定常場における河床波の応答に関する研究で，非

常に短い期間であったが河床波の研究に携わること

ができて，後々の糧となった． 

砂防研究部門で密度流研究をさせていただいたの

は助手として在籍した１年目だけであったが，この

間，参考となる文献は JF Ｍ（ Journal of Fluid 

Mechanics）に掲載された論文が中心であり，最新号

が図書室に来るのが大変待ち遠しかった．高尚な英

文表現が多くて英訳に結構難儀したが，その論文を

読んで内容を理解するために流体力学の基礎の基礎

を身につけることができたと思っている．隣の研究

室は河川災害研究部門（村本嘉雄教授）で，ここで

も助手の大久保賢治先生（後に岡山大学教授）が密

度流の研究をされていて面白い論文を紹介いただい

たり私が紹介したりして，いろんなことを学んだ大

変有意義な１年間であった． 

 ある日，芦田先生が「中川君は今後どのような研

究がしたいのかね．密度流研究は砂防研究部門の研

究課題としては一段落させたいのでこれを続けるの

は・・・・．君は計算機を用いたシミュレーション

が得意ということのようだが・・・．新たな研究部

Fig. 1 Transformation processes of the head of a 
turbidity current (see Ashida et al., 1982) 
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門が来年4月から発足し，高橋助教授が教授としてそ

の部門に異動するので君もそこで新たな研究課題に

チャレンジしないかね．」と仰った．青天の霹靂で

あった． 

 

3. 耐水システム研究部門で（1982年5月1日～1992年

3月31日） 

 

異動先の耐水システム研究部門は，高橋先生が教

授で私が助教授のポストを流用した助手の2人体制

であった．この部門は概算要求が認められて砂防研

究部門と宇治川水理実験所の2人の助手のポストを

教授と助教授に振り替えて設置された10年の時限を

持った部門であった．後々，時限付きを解消するこ

とが概算要求の第1位に置く必要があったため他の

重要な要求が通りにくく，時限解消が大きな課題と

して残された．  

当部門の設置目的や研究課題は当時としては画期

的なものであった．まさに最近の水害の現状を見越

したような研究課題が設定されていた．洪水および

土砂災害に対してハード対策とソフト対策を組み合

わせた新たな治水対策の効果とその評価について研

究するものであった．具体的な研究課題については

高橋教授が生みの苦しみで作成された（と聞いてい

る）研究課題を一つ一つクリアすればよかったとい

うことで，私自身がどのような研究課題を設定すれ

ばよいかということに悩む必要はなく，限られた10

年という時限を気にしつつ成果を出していく必要が

あった． 

異動した直後に高橋先生とどのような研究課題を

設定するか，について話し合った．高橋先生から「中

川君，この研究室の具体的な研究課題をずっと考え

ていたんだが，これが決まれば研究は半分ぐらいで

きたようなものだ．あとはやるだけだ．10年の時限

とはいってもあっという間だ．8年後頃には成果をま

とめて，次の研究部門の構想も考えないといけない」

との説明があり，後々，自分が研究室をもったとき

にこのお話はまさに「その通り」だと実感させられ

た． 

私は洪水氾濫現象と人的物的被害の予測や土石流

や土砂流による氾濫堆積現象の予測と危険範囲の指

定法に関する研究，今でいう洪水や土石流のハザー

ドマップの作成手法の開発，氾濫水の動態を考慮し

た避難行動の解析や危険度の評価についての研究に

携わった．これまで密度流のことしか研究してこな

かった私にこのような課題が解決できるのかわから

なかったが，他に誰もこのような研究をしていなか

ったので，結構マイペースで未踏分野にチャレンジ

できた．ただ，当時の学会（土木学会水理学関係）

では洪水氾濫や避難行動解析，洪水被害リスク評価

といったジャンルが無く，作成した論文をどのジャ

ンルに出したらよいのか，どこで正当に評価いただ

けるのかよくわからず，難儀した記憶がある．今と

は隔世の感がある． 

当部門に異動した1982年の7月下旬に長崎地方で

大規模な洪水・土砂災害が発生した．いわゆる長崎

豪雨災害である．長崎県長与町で観測された時間降

雨強度187mmは今でも我が国観測史上最大の降水量

である．科研費の突発災害調査が採択され（研究代

表者：坂上 務九州大学教授），高橋教授，大久保

助手とともに私も調査団の一員に加えていただき，

長崎市内を貫流する中島川の洪水氾濫災害の調査を

行った． 

浸水実績図を作成するために現地調査を行うとと

もに中島川の氾濫解析を行った（高橋・大久保・中

川, 1983）．これまで氾濫解析をしたこともなかった

が，大久保先生のご指導の下，二次元平面流れの基

礎式の差分化や時間発展のさせ方など，多くを勉強

させていただいた．氾濫解析のプログラムのソース

コードを示しながら改良を加えていく大久保先生の

オープンな対応に感謝し，共に学ぶとはこういうこ

となのかなと実感した．学生や同僚とともに勉強・

研究するということの基本を学び，このやり方をそ

れ以降の私の研究スタイルとさせていただいた． 

1983年7月22，23日にかけて島根県西部を中心とし

て集中豪雨が発生した．昭和58年7月豪雨災害である．

科研費の突発災害調査が認められ（代表：角屋 睦

京都大学防災研究所教授），村本教授を団長とする

三隅川での洪水氾濫災害調査団が防災研の関係者で

結成され，現地調査を行うこととなった（Photo 1）．

Photo 1 Members of field survey team on flood 
disasters of the Misumi River (from left to right, 
Research Associate Utami Tadashi, Associate Professor 
Fujita Yu-ichiro, Professor Muramoto Yoshio, 
Associate Professor Kawata Yoshiaki, Research 
Associate Ookubo Kenji, Research Associate Ueno 
Tetsuo, and Research Associate Nakagawa Hajime) 
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私と当時海岸災害研究部門の助教授であった河田惠

昭先生は，破堤氾濫に伴う家屋被害調査を行うこと

となった．氾濫解析の結果をどのようにして被災に

結び付けるかについては精度の高い実証資料がほと

んどなく，未解明な分野であった．この調査で流体

力と家屋流失との相関性が明らかにされ（河田・中

川，1984），その後の洪水氾濫現象と危険指標との

関係に関する研究へと発展できた（高橋ら・中川・

加納，1985）． 

氾濫解析から得られる浸水深や流速から治水経済

調査要綱を基に一般資産の被害額が算定できる．土

砂堆積による被害率が被害額の中で大きな割合を占

めることから，洪水氾濫解析と同時に掃流砂と浮遊

砂による土砂堆積の計算を行うという総合的な一般

資産被害額の算定手法を提案した．この手法は現在

では治水事業の費用対効果を計算する一般的な手法

となっており，洪水ハザードマップやリスクマップ

の原型を提示することができた（高橋・中川・西崎，

1986; 高橋・中川，1987; 高橋・中川，1989; Nakagawa 

et al., 1989）． 

また，人的被害予測については，当時は浸水深と

死亡リスクとの関係から求める方法しかなかったが，

住民はリスクを回避するための避難行動を行うので，

必ずしも両者に関数関係があるとは言えない．そこ

で，洪水氾濫水の動態を考慮した避難行動のシミュ

レーション手法を開発し，避難情報の入手時期や避

難行動の開始時期の違いによる避難の難易を分析し

た（高橋・中川・東山, 1989）．さらに，洪水氾濫時

の地下空間の危険性についても検討する必要がある

と考え，現地調査，模型実験，数値解析等を実施し

た．この研究テーマは次の湾域都市水害研究部門や

河川防災システム研究領域での研究課題へと引き継

がれた（高橋・中川・野村，1990；たとえば井上ら，

1997；石垣ら，2004）． 

助手になりたての私を２年続けて突発災害調査の

メンバーに加えていただき，災害現場を調査させて

いただいたことで，解決すべき重要な課題とは何か，

その課題を解決するにはどのようなことが本質的な

問題なのかといったことを考える機会を与えていた

だいたと思っている．災害調査とは単なる災害の調

査報告をするために実施するのではなく，まだ解決

できていない重要な研究課題が災害現場にあるはず

で，少しでもそれを感じ取る目を養わせていただい

た．私が実施してきた研究課題はこのようなところ

から生まれたものが多かった． 

高橋教授の専門が土石流であったので，土石流の

発生，流動，堆積に関する数値解析の開発にも取り

組むことができた（Fig. 2）．そして，土石流氾濫堆

積範囲の指定法を提案し，土石流ハザードマップ作

成の先鞭をつけることができた（高橋・中川・山路，

1987; 高橋・中川・佐藤，1988）．洪水氾濫や土石

流氾濫・堆積に関する研究成果を「洪水および土砂

氾濫災害の危険度評価に関する研究」として博士論

文に取りまとめ，1989年11月に京都大学より工学博

士の学位を取得した．そして1990年11月1日に耐水シ

ステム研究部門の助教授に昇任させていただいた．

博士の学位を取得した後は，耐水システム研究部門

で出した成果の取りまとめと次の部門の設置概算要

求書作成のお手伝い等で結構多忙を極めた． 

破堤氾濫に伴う堤内地での浮遊砂の堆積に関する

成果（Nakagawa et al., 1989）を国際会議で発表する

ことになり，1989年6月に中国北京で開催のThe 4th 

International Symposium on River Sedimentationに参加

予定であったが天安門事件の発生により11月に延期

された．これが初めての海外出張であった．ホテル

に着くと私にはVIPルームが準備されていた．京都大

学の水工系の著名なH. Nakagawa（中川一ではなく中

川博次教授）が来るとLOCは思ったらしかった．間

違いだと分かったが部屋はそのまま使わせてもらっ

た．ダッカ空港では花束をもって出迎えてくれたこ

ともあったり，支払った国際学会の会費の請求書が

間違って私のところに届いたりと，良い思いも悪い

思いもしたが，懐かしい思い出の一つだ．現在，こ

のシンポジウムを主催するWASER （World Associa- 

tion for Sedimentation and Erosion Research）という学

会の副会長を仰せつかっているが，よもやこのよう

なことになるとは当時は想像すらつかなかった． 

Fig. 2 Article on the Research Section of Anti-flood 
Hazard System, DPRI, Kyoto University (Fumin 
Graph Kyo, No.13, 1984 ) 
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1991年4月にバングラデシュで高潮・強風災害が発

生し約138,000人もの人々が亡くなるという大災害

となった．科研費の突発災害調査経費がついたので

調査団が結成され（団長：桂 順治京都大学防災研

究所教授），河田先生のご配慮で私も高潮災害調査

班のメンバーに入れてもらった（桂，1992）．BUET

のIWFM（Institute of Water and Flood Management, 

Bangladesh University of Engineering and Technology）

がこれ以降カウンターパートとなったが，この災害

が契機となって開始された科学研究費国際学術調査

研究やSATREPSも含め30年間もの研究交流や人的

交流が続くとは夢にも思わなかった． 

高橋先生からは，「中川君も博士の学位を取得し

たのだから，今までとは違う研究テーマで自分がフ

ァーストオーサーとなる研究をしなさい」と言って

いただき，これまで洪水氾濫や土石流の災害現場を

見てきて重要な解決すべき課題だけれど解決がなか

なか難しいと思っていた流木の問題に挑戦してみよ

うと考えた．平成29年に発生した九州北部豪雨災害

や令和元年の東日本台風による豪雨災害で流木によ

る被害の激甚化が注目されているように，今でも対

応・対策が難しい問題である．当時は流木群の流動

特性や構造物による堰止め機構を流体のオイラー的

解析と流木のラグランジュ的解析とをカップリング

した数値解析手法を提案したが（たとえば中川・高

橋・池口，1992；中川・高橋，2000），その後，留

学生が流木を伴う土石流の格子ダムによる扞止や氾

濫堆積に関する数値解析手法の開発へと発展させて

くれた（Shrestha et al., 2009; Shrestha et al., 2010）． 

1992年3月31日に10年の時限が到来した．次の部門

設置の概算要求は通ったが，国会の予算が年度内に

認められなかったので新部門の設置が4月15日にま

でずれ込んだ．3月31日に芦田教授が砂防研究部門を

定年退官されたため，4月1日にそのポストに高橋先

生が異動された．私は空きポストがあった海岸災害

研究部門の助教授に緊急避難的に異動することとな

った． 

 

4. 湾域都市水害研究部門で（1992年4月15日

～1995年3月31日） 

 

1992年4月15日に湾域都市水害研究部門（教授１，

助教授１）が10年の時限付きで設置された．同年6

月に本部の土木教室から井上和也助教授が教授とし

て着任された．研究課題は部門要求時の概算要求で

規定されていたので，それに沿った課題に取り組ん

だ．高度に多層化した湾域都市部を対象として，洪

水・高潮・津波・波浪・内水やそれらの重畳による

水災害の発生機構を解明し，気候変動による海面上

昇や埋立などの臨海部の境界・環境条件の変化が水

災害に及ぼす影響を明らかにするとともに，湾域都

市部の水災害に対する直接・間接防御策の立案と評

価を行おうとするものである．この研究によって湾

域都市部における防災・減災システムの基礎を確立

しようとしたものであった． 

すぐには対応できない課題もあり，従前から行っ

ていた天然ダムの決壊に関する研究や流木に関する

研究も並行して行った（高橋・中川，1992；中川・

井上ら，1993；中川・井上ら，1994）．高潮や津波

の氾濫解析を行う必要があり，山下隆男先生が行わ

れた1991年のバングラデシュの高潮の解析を参考に

させていただいたり，津波の計算では海底変動量を

求める必要があるが何も知らない私は地震予知研究

センター助手の平原和朗先生（後に京都大学理学研

究科教授）を頼ってManshinha・Smylie（1971）の断

層モデルに関する論文や変位を計算するプログラム

までもらった．分野が違うためにわからないことが

あるときは気軽に相談に乗ってもらえる研究者の方

がおられる防災研究所の良いところを大いに生かさ

せていただいた．「感謝」の言葉しか無い． 

1992～1994年には岡太郎教授が代表で科学研究費

（海外学術調査）「バングラデシュ国における洪水・

高潮災害とその被害軽減に関する調査研究」が採択

され，河田先生と私は「高潮」の研究調査班となり，

主にサイクロンシェルターという避難施設の状況や

過去の高潮災害の被害を中心にベンガル湾沿岸の

Fig. 3 Member list of Japanese team of 
comprehensive study on floods and storm surges in 
Bangladesh and their hazard mitigation 
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島々をくまなく調査してまわった． 

Fig.3は同調査のメンバーであり，Photo 2は島々を

調査した時のメンバーである．海外調査の経験が豊

かな河田先生と一緒に調査ができて学ぶところが多

くありがたかった．研究成果は限られているが

（Nakagawa et al., 1996），実施した高潮氾濫解析と

住民避難行動の解析に関するプログラムはカウンタ

ーパートのBUETのIWFMと共有することで先方の

計算技術の向上に少しでも貢献できたのではないか

と思っている． 

1994年8月21日，台風17号（FRED）が中国の温州

地方に上陸し，温州地区だけでも溺死497名，強風に

よる建物倒壊で562名，その他8名の合計1067名の死

者が出る災害が発生した．この災害の特徴は台風の

強風による高潮と温州市を貫流する甌江で発生した

洪水との重畳により潮位が高くなったと考えられ，

わが国で参考となる災害事象であることから科学研

究費の突発災害調査研究の経費がつき，河田教授を

団長とする調査団が結成され私もメンバーに入れて

いただいた（河田ら，1995）． 

この高潮災害は湾域都市水害研究部門の主要な研

究テーマと密接に関係しており，高潮のみならず，

洪水と地震津波の重畳の問題などにも派生していっ

た（中川，2003）． 

湾域都市水害研究部門ではあまり研究成果を出せ

ない内に（中川・井上ら，1995），1995年4月1日に

古巣の砂防研究部門に配置換えとなった．私の後任

には戸田圭一先生が助教授として（株）ニュージェ

ックから着任された． 

 

5. 砂防研究部門に戻って（1995年4月1日～

2001年9月30日） 

 

砂防研究部門に異動した1995年は激動の年であっ

た．年明け早々に兵庫県南部地震が発生し，防災研

究所が一丸となって研究するための予算獲得や研究

組織の調整，関連分野における現地調査など，これ

までにない研究対応を要した．砂防研究部門が中心

となって申請した水中振動台やこれを用いた実験の

再現計算用のコンピューターの導入経費など，私が

これまで経験したことのないような億単位の経費が

補正予算で認められた．装置は宇治川水理実験所に

設置することになったが，実験所の上に第二京阪道

路と側道の洛南道路が通ることが分かっていたので，

機能補償で建設される予定の第1から第4のうちの第

3実験棟の敷地内に水中振動台が設置された．国との

機能補償の交渉や移設が必要な実験装置などの物品

整理など，結構大掛かりな作業であったが，新たな

実験棟ができることの嬉しさもあり余り苦にはなら

なかった． 

砂防研究部門の高橋教授は1995年5月1日から2年

間，防災研究所の所長を務めれ，阪神淡路大震災の

対応と改組により翌年の1996年4月1日からスタート

することになる大部門制の概算要求対応で超多忙で

あった．砂防研究部門は水災害研究部門という大部

門の中の土砂流出災害研究分野となり，高橋 保教

授，中川 一助教授，里深好文助手の3人体制でスタ

ートした．大部門への改組理由はいくつか挙げられ

るが，最も重要なことは2つの時限付き組織（湾域都

市水害研究部門，都市施設耐震システム研究センタ

ー）の時限の解消であった．時限を解消しなければ

ほかの重要な概算要求の要求順位を１位にできなか

ったと聞いている． 

さて，このような状況の中で研究課題としては新

たに水中振動台を利活用した研究や高橋教授の科研

費で導入されたArcInfoというGISソフトを用いた避

難のネットワークの構築と住民の避難行動の解析に

チャレンジした．私自身としては水中振動台を十分

活かしきれなかったことは反省しなければならない

が，不飽和浸透流解析やジョイント要素モデルによ

る斜面土層の地震時すべり面の解析など，自分にと

って新たな研究分野に取り組むことができた（高橋

ら，1997；中川ら，2000）． 

また，耐水システム研究部門の時から取り組む予

定であった課題，例えば計画土石流の設定（中川ら，

1996），土石流を対象とした避難行動や適正な避難

施設の設置場所の選定，流木の問題(Fig.4)（中川ら，

2000）などの課題についても砂防研究門に異動して

からも引き続き取り組んだ．GISを用いた避難行動の

解析に関する研究では，コマンドベースのArcInfoで

避難経路を構築しなければならなかったが，巨大災

害研究センター助手の田中 聡先生（現在，常葉大

Photo 2 Member of Storm surge investigation team 
（left to right, Nakagawa, H., Kawata, Y., Khan, M. 
S. A (IWFM, BUET), and Aman (tour conductor)) . 
This photo was taken in 1993 and back is Gumti 
bridge, under construction and completed in 1995 
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学社会環境学部教授）がこれに精通されており，毎

日のように先生のところに押しかけては分からない

ところを手取り足取りでご教授いただいた．さぞ迷

惑なことであったろうと思う．研究成果を「豪雨性

表層崩壊に起因する土石流の規模予測とGISを用い

た避難行動の解析」なる論文に取りまとめて発表し

たところ，期せずして土木学会水工学論文賞（第1

回）を受賞した（中川ら，1998）．学術論文で「賞」

とつくものを初めて得て，大変感激した記憶がある． 

1997年から2000年にかけて国内外で洪水や土砂災

害が相次いで発生し，災害調査に奔走した．1997年7

月には鹿児島県出水市針原川で豪雨により深層斜面

崩壊に起因する土石流が夜中に発生し，雨が止んだ

ため避難先から帰宅した住民21名が亡くなる災害と

なった（中川ら，1998）(Fig.5)．一方，前年の5月に

秋田県鹿角市で地すべりに起因する土石流が発生し

て温泉街の16棟が全壊する被害が発生したが，臨機

応変で適切な避難対応により死者は出なかった．両

者の避難対応の違いを分析し，土砂災害情報の提供

の仕方の難しさや限界について改めて感じさせられ

た（京都大学防災研究所，2001）． 

1998年には新潟県下越豪雨災害の調査（防災研独

自調査団）（武藤ら，1999），中国の長江で発生し

た洪水災害の調査（土木学会調査団：団長 玉井信

行東京大学工学研究科教授），1999年には南米のベ

ネズエラで発生した土砂災害調査（科研費の突発災

害調査団：団長 高橋 保京都大学防災研究所教授）

（中川ら，2001）(Fig.6 )，2000年にはメコン川で発

生した大規模な洪水の災害調査（土木学会調査団： 

団長 井上和也京都大学防災研究所教授）等を実施

し，その後の報告書の作成に追われた．高橋教授に

は，ベネズエラ土砂災害の報告書がまだできていな

いのにメコン川の洪水災害調査に行って大丈夫かと

くぎを刺されたことが記憶に残っている．今更なが

らであるが先生にご心配をおかけしたことをお詫び

する次第である． 

 

6. 宇治川に来て ～災害観測実験（研究）セ

ンター・流域災害研究センターで～（2001

年10月1日～2021年3月31日） 

 

 2001年10月1日付で災害観測実験（研究）センター

Fig. 5 Top photo is a deep-seated landslide and 
resultant debris flow deposited area at Harihara 
district. Bottom three figures are simulated sediment 
deposited and water inundated area. 

Fig. 4 Simulated positions of the driftwood (red 
dots) in case of using actual wind data 

San Julian River 

fan 

Camuri Grande 

River fan 

Fig. 6 Buildings damaged by debris flows on the 
San Julian River fan 
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災害水象観測実験（研究）領域に着任した．なお，

（）がついているのは自称であり，文部省が認めた

正式な名称には（）内の「研究」はついていない．

これには前任者の今本博健教授が不満を持っておら

れたと聞いている．その結果，防災研の沿革では「研

究」とは表記されていないが，センターの教員が記

した文章には「研究」がついていることが多いとい

うネジレが生じている（京都大学防災研究所50年史

の4ページ目や195ページ目など）． 

 着任当時の研究スタッフの構成は，中川一教授，

石垣泰輔助教授（後に関西大学教授として転出），

上野鉄男助手，武藤裕則助手（後に白浜海象観測所

の助教授で異動，徳島大学教授として転出），馬場

康之助手（後に白浜海象観測所助教授で異動）であ

った．その後，川池健司助教授（後に教授），張 浩

助教（その後高知大学准教授，熊本大学教授），山

野井一輝助教らを受け入れたが，異動等の詳細につ

いては京都大学防災研究所六十年史（京都大学防災

研究所，2011）等に委ねたい． 

 当時，宇治川水理実験所は全国共同利用の施設で

あったが，共同利用経費からの経済的支援もなく，

施設の維持，管理，運営に多大の経費を要するとと

もに，定員削減により対応する人的資源も不足して

いた．この状況を打破するために，まずは実験所の

名称を水理に特化しない（実質，地盤災害，気象災

害，洪水災害，海岸災害など，学際的な施設であっ

た）宇治川オープンラボラトリー（以後，宇治川ラ

ボ．）と2002年9月に改称した．名ばかりの変更では

なく，真に，物理実験・観測・数値実験を基礎とす

る社会に開かれた研究・教育・学習の場へと変身し

ようとしたのである．また，2005年4月の改組で流域

災害研究センターが設置され，これまで2教授（関口

秀雄教授，中川教授），4研究領域（災害水象（中川

教授），土砂環境（関口教授），気象海象，地震動）

であったセンターが4教授（上記2名に加えて藤田正

治教授と戸田圭一教授），5研究領域（流砂災害（藤

田教授），都市耐水（戸田教授），河川防災システ

ム（中川教授），沿岸域土砂環境（関口教授），流

域圏観測）へと大きくなった．そして，2006年に流

砂災害と沿岸域土砂環境の研究領域が宇治キャンパ

スから宇治川ラボに移動し，遠隔地の研究室校費の

多くをラボの維持・管理・運営費に充てることがで

き，共同研究等の外部資金や施設維持費で何とかギ

リギリで宇治川ラボをやっていけるようになった．

遠隔地に来ていただき不便をかけることになった両

研究室には感謝以外の言葉がない． 

 宇治地区はKUINSにより高速通信が可能であった

が，宇治川ラボの通信環境は極めて貧弱であった．

ここでの研究環境を整えるには通信環境を整備する

必要があった．当時，堤防に国交省が光ファイバー

ケーブルを敷設していたので，これを管理している

近畿地方整備局淀川河川事務所の宮本博司所長に相

談させていただいたところ，「近畿地方整備局淀川

河川事務所管内の河川情報及び映像情報の提供並び

に研究等に関する協定」を淀川河川事務所と防災研

究所（当時井上和也所長）との間で締結して頂き，

この一環で宇治川ラボに光ファイバーケーブルが敷

設され，通信環境が整った．当時はISDN64とかADSL

が使えるようになった程度であり，今のように容易

に光ケーブルを引けるような状況ではなかった． 

 教授となってこれからの研究課題をどうするか悩

んだ．研究するにしても計測機器や実験装置などを

購入する資金もなく，また国際会議等で海外出張す

る資金も全くなかったために，「これをやるんだ」

という研究課題の提案と研究計画の立案が喫緊の課

題であった．着任したのが10月であり，科研費の申

請締め切りまであまり時間的余裕がなかったが，必

死で科研費の申請書を準備した．申請書の作成段階

で結構考えが整理できた．以後，退職するまでかか

わった研究テーマの一つとして「河川環境と調和し

た河川構造物の水理機能の評価」に関する研究が挙

げられる．具体的には「水制」の研究である．古い

研究テーマであるが，これまでの河岸侵食の防止軽

減，流れの制御といったことだけでなく，流れの3

次元性とその再現計算，多様な地形や流れ場の形成

による好ましい生態環境の創成といった，これまで

にない視点での研究に魅力を感じた．幸いにも「流

域一貫土砂管理のための水理構造物の機能評価と地

形変動に関する研究」という課題で4年間の科研費が

ついた．水制に関する分野では全くの素人だったが，

武藤助手や張助教の支援の下，優秀な学生と一緒に

実験，計測，観測，数値解析等を学ぶことができた

ことは本当にありがたかった． 

 2004年は台風が日本列島に10個上陸（平均的には

2.8個上陸）するという異常な年であった．また，梅

雨末期の集中豪雨による洪水で，北陸地方などで破

堤氾濫災害が複数個所で発生した．福井市内を貫流

する足羽川が7月18日午後1時45分頃，木田橋の直上

流付近で越水破堤し，死者は出なかったものの床上

浸水4,000戸以上，床下浸水9,500戸以上の大規模な浸

水被害が生じた（平成16年7月福井豪雨足羽川洪水災

害調査対策検討会，2005）（Photo 3）． 

某先生からこの水害の調査委員会の委員長を務め

るよう指示され，初めて役所やコンサルタントと調

査内容，解析方法，調査報告書の取りまとめ方，委

員会進行の仕方などを打合せして委員会を仕切る経

験をさせていただいた．これ以降，多くの災害調査

の委員会やその他の委員会の委員長を務めさせてい
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ただいたが，いまだに印象に残る大変貴重な経験で

あった．いつも某先生からは何かにつけてお気遣い

いただき，本当に感謝している．私もこうありたい

と願っている． 

 また，その年の10月には台風23号が近畿地方に来

襲し，現況の流下能力を上回る洪水が発生して一級

河川円山川と出石川が国の直轄管理区間で越水破堤

した．円山川堤防調査委員会（委員長：宇野尚雄広

島工業大学教授（岐阜大学名誉教授））が設置され，

私もその委員会のメンバーに入れていただいた．全

くの当て推量であるが，中川に堤防研究をさせたほ

うが良いとの宇野教授と同窓の某教授のご厚意に違

いない．足羽川と円山川での越水破堤による2つの委

員会への参加がこれ以降，私が堤防研究に携わるき

っかけとなった．先輩教授の思いやりには本当に心

より感謝したい．この委員会では水工系の視点から

今回の破堤現象を分析し，洪水流解析を基に破堤地

点周辺の越流水深の推定（痕跡水位が無かったため）

や越流による破堤危険度の評価を行った（豊岡河川

国道事務所，2005）．  

 もう一つの大きな研究課題が「堤防研究」となっ

た．確かに，堤防は浸透，パイピング，すべりなど

で被災するが，それらは地盤工学，地盤災害の研究

の範疇である．しかし，いったん堤防天端からの越

水が生じると，水工学の出番であろう．当時は超過

洪水対策と言えば特定の河川の特定の区間でだけ実

施されていた高規格堤防ぐらいしか対策は無く，

HWL以下の洪水で被災しないように浸透対策等が

粛々と実施されていた．したがって，超過洪水に対

して丸腰でよいのか，越水破堤のメカニズムは，と

いった意見や議論も次第に出てきて，堤防研究が一

躍注目されだした． 

 一方，1999年と2003年に発生した博多駅周辺での

水害や2000年の東海豪雨水害など，都市水害が顕在

化してきた．これまで地上部での浸水解析などを実

施してきたが，地下貯留施設，雨水排水管網，排水

ポンプ，地下鉄への浸水等，都市の構造や排水シス

テムを考慮した氾濫解析を実施しないと都市の正確

な浸水特性を明らかにできない．また，小規模な模

型実験では氾濫解析の精度検証にたえられない．そ

こで，振興調整費がついた（代表：河田教授）のを

機に宇治川ラボ内に京都市（西は烏丸通り，東は鴨

川，北は丸太町通り，南は高倉通りの南北約2km，

東西約1km）の地下鉄を考慮した1/100の縮尺模型と

ゼスト御池周辺の東西線を含む区域を抽出した1/20

の縮尺模型を作成し，鴨川が溢れた時の地下空間へ

の浸水や家屋への浸水を考慮した洪水氾濫模型実験

およびその再現シミュレーションモデルの開発を行

うこととなった（中川ら，2003；中川ら，2004；石

垣ら，2004；石垣ら,2005）．そして，2005年4月か

ら長崎大学助手であった川池健司さんが助教授とし

て着任したのを機に，側溝や雨水マスなど細部に至

るまでとことん雨水排水システムのメカニズムを組

み込んだ都市での氾濫解析モデルの開発を行うこと

となった．詳細なモデルを簡略化するのは容易であ

ろうということでこのような研究方針を取った．こ

れが3つ目の研究課題となった． 

 振興調整費の予算を用いて実物大の流水階段模型

や浸水ドアの開閉実験装置を作成し，地下空間での

浸水が有する危険性に係るユニークな研究を行った．

これらの装置は研究が終了してからも，宇治川ラボ

でのキャンパス公開や一般市民，学生等を対象とし

た研修などでも体験学習用の施設として供用されて

いる． 

 私が宇治川ラボに来てからも，構内には大正時代

に建てられた（と聞いている）旧研究棟（もともと

は関西配電，今の関西電力の火力発電所の建物）が

残っていたが（Photo 4），耐震上危険であるという

ことで私の研究居室は管理棟の１階会議室を間借り

することとなった．ほかの教員は４つある実験棟の

うちの第2実験棟に移り，私も間もなく部屋数の都合

で第3実験棟に移ることとなった． 

Photo 4 Distant views of a main research building of 
Ujigawa Hydraulics Laboratory (from leaflet of the 
Laboratory) 

Photo 3 River bank breach at the Asuwa River, 
Fukui prefecture (Photo: Fukui Shinbun) 
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新たな研究棟の新営を概算要求してきたがこれま

でことごとく落とされてきたため諦めて概算要求書

を提出しなかったところ，当時の岡田憲夫所長から，

「宇治サブキャンパスとしての共同利用研究棟の新

営」として要求してはどうかとのサジェスチョンを

頂いた．宇治川ラボを宇治サブキャンパスとして位

置づけ，共同研究拠点、人材育成拠点、実験・観測・

シミュレーションの三位一体となった研究教育拠点

としてさらに発展させる，という構想である．その

後，京大での総長ヒアリングへと進展し，松本紘総

長の「施設部長，これ，何とかならんか」との一言

で要求は京大を通過し，目出度く概算要求が通り，

研究棟の新営となった．単独部局での建物新営はほ

とんどできないと言われていただけにこの建物新営

は奇跡に近かったと思われる．京都大学と文科省に

感謝の言葉しかない．平成25年12月に「流域災害研

究センター本館」として竣工した（Photo 5）． 

話の内容がたびたび前後するが，研究課題は成り

行きに任せたところはあるけれども，以下のような4

課題にまとめられる． 

（１）流砂系の課題 

（２）水制工に関する課題 

（３）河川堤防・天然ダム・氷河湖の決壊の課題 

（４）都市水害に関する課題 

（１）は寶馨教授が代表のCRESTの一環で実施した

インドネシアのブランタス川での土砂流出予測に関

する研究（中川ら，2007）（Photo 6）や，河床変動

解析等に関する研究（Nakagawa et al., 2004; Zhang et 

al., 2011; 太田ら，2015; 2016; Shampa et al., 2017a, 

2017b; Talchabhadel et al., 2018a; 2018b），砂防ダム等

土石流の制御に関する研究（Shrestha ate al., 2008a, 

2008b, Kim et al., 2014）等である．教授として着任し

たてで十分な研究経費が無いときに，寶教授から

CRESTの共同研究にお声がけいただき，必要な計

測・観測器などを購入でき，研究経費に恵まれて大

変ありがたかった．  

 （２）に関する研究は結構広範囲に行ってきた．

多くの学生が卒業論文，修士論文，博士論文で取り

上げており，全てをここでは示せないが，張 浩君

（Zhang et al., 2005），水谷英朗君（水谷ら，2010；

水谷ら，2012），Amir Reza Mansoori君（Mansoori et 

al., 2012），Hiroshi Teraguchi君（Teraguchi et al., 2010），

Saroj Karki君（Karki et al., 2018），Shampaさん（Shampa 

et al., 2020）らの博士論文が水制工に関して新たな知

見を取り入れたものであり，研究室で掲げた課題を

解決するために博士後期課程の学生たちが大いに協

力・貢献してくれた． 

 2002年11月から2年間，JSPSのポスドク事業により，

BUETのMunsur Rahmanさん（当時はBUET IWFMの

助教）が私の研究室に滞在し，ベンガル地方の河川

で渇水時の航路維持のために設置されるバンダルと

いう水制が，洪水時の流れによる河岸侵食防止や水

制背後での浮遊砂の堆積に効果があるのではないか

と相談に来たので，水制周辺での最大洗堀深の評価

やバンダル水制の機能とこれによる河道の安定化に

関する研究を実施することとなった（Rahman et al., 

2003; 2004; 2006）．これがきっかけとなり，その後

2006年より4年間, 科研費（海外）の補助を得て「バ

ングラデシュにおける巨大沖積河川の河道安定化に

関する現地適用型対策の調査研究」でバンダル水制

をはじめ，種々の水制工の現地調査を実施した． 

 その後，2014年度は暫定であったが2015年度から5

年間のSATREPS事業が採択され．「バングラデシュ

国における高潮・洪水被害の防止軽減技術の研究開

発」事業を実施した．このプロジェクトの中で，バ

ングラデシュ国を貫流する大河川Jamuna川にバンダ

ル水制を試験施工することが許され，最終的には洪

水で水制は破壊されたものの，河岸侵食防止と水制

背後での土砂堆積に大変効果があることが実証され

た（Photo 7）． 

Photo 5 New research building of the Research 
Center for Fluvial and Coastal Disasters, completed 
in Dec. 2013 

 

  

 

フ

ァ

ー

ミ 

Photo 6 Group photo of the collaborative field 
research team on the rainfall and sediment runoff in 
the Lesti River, tributary of the Brantas River, East 
Java, Indonesia (photo taken in front of the JASA 
TIRTA I Corporation) 

― 58 ―



 （３）の河川堤防に関する研究は主として越流決

壊に関する数値シミュレーション手法の開発が中心

であった．また，淀川河川事務所との共同研究で約

1/5の堤防模型を用いた水理実験を行い，破堤と水理

量等との関係，越流破堤過程の数値解析モデルの開

発などを行うとともに，対策工の効果についても検

討した（與田ら，2010；2014; Nakagawa et al., 2012; 

Mizutani et al., 2013; Bhattarai et al., 2014）（Fig.7）．

その後，（株）太陽工業との共同研究では，堤防裏

法に透気性の侵食防止シートを敷設することで，越

流による堤防決壊の危険性が大幅に軽減されること

等を明らかにした（川岸ら，2017）． 

 天然ダムは堤体材料の透水性や水位上昇速度等に

よってはすべり面が形成されて堤体がすべり，一気

に堤体内の水がそこから流出して堤体を侵食し，決

壊することがある．非円弧のすべり面を簡易Jambu

法で評価し，滑った土塊が安息角で停止堆積するも

の仮定して，侵食により形成される土石流の規模を

予測するモデルを開発した（Awal et al., 2007）（Fig.8）．

また，実際には3次元的なすべり面が形成されるので，

3次元のすべり面の推定手法を開発した（Awal et al., 

2009; Regmi et al., 2011）． 

 留学生の多くがネパールのトリプバン大学出身で

あった．これは2002年にJICA短期専門家として同大

学の大学院でWater Induced Hazardの講義を担当した

ことがきっかけとなり，先方の教員や学生とも交流

できたことで，優秀な留学生が京都大学の博士後期

課程に入学してくれたことによる．工学研究科では

結構多くの国費留学生を採用できる特別コースとい

うのがあって，こちらとしても受け入れやすかった． 

 ネパールは背後にヒマラヤをかかえ，地球温暖化

による氷河の融解で氷河湖が決壊する恐れがあった．

そのため，ネパールの学生は学位取得後もその専門

性を活かして氷河湖の決壊で発生する土石流の規模

予測に関する研究を自発的に行った（Awal et al., 

2010; Shrestha et al., 2010; 2013; Shrestha and 
Nakagawa, 2016）． 

（４）の都市水害については川池准教授が中心とな

って研究を進めてくれた．結構多くの卒論，修論，

博論で取り組み，韓国の留学生が何人かこの分野で

博士の学位を取得している（Lee et al., 2011; Lee et al., 

2013; 2014; Ko et al., 2014; 2015; Sadik et al., 2017）．

私の後任の川池教授が引き続きこの分野で世界をリ

ードしてくれるものと期待している． 

 

7. おわりに 

 

標題のとおり防災研究所での40年の研究生活を振

り返って，思い出話のような内容になったことをお

詫び申し上げる．40年はあまりにも長く，正しく記

憶できていないために誤った内容になっているとこ

ろもあるかもしれない．もし，この拙文をご高覧頂

いて間違い等お気づきの点があればぜひともご指摘

願いたい．正しい思い出として記憶に残したいと思

っている． 

 

謝 辞 

 

本稿は，筆者の定年退職にあたっての特別講演の

内容を書き起こしたものである．京都大学では学

部・大学院で6年間お世話になった．そして京都大学

防災研究所では40年間にわたり研究・教育活動に携

わることができた．この間，多くの恩師の先生方，

同僚，事務の方々，友人，学生達にお世話になり，

共に学び，励まされ，育てられた．京都大学と防災

研究所に心より感謝する次第である． 

Fig. 8 Comparison between simulated and 
experimental slip surfaces generated in the natural 
dam body by gradually supplying water upstream 

Photo 7 Bandals implemented in the Jamuna River at 
Kazipur, Sirajganj, Bangladesh 

Fig. 7 Comparison between experimental and 
simulated erosion process of embankment due to 
overtopping of water  

(Sediment-No.7) 
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